
その６本文以外のの割り付け 

てびき 201 ページ 目次 処理３ 

見出しの最後に句点・疑問符・感嘆符がついている場合も、見出しと②の点や⑤の点との間を、

一マスあけにする。 

 

    × 

 

 

    〇 

 

 

てびき 198 ページ 標題紙 処理２ 

  副書名は、：：との間を一マスあけて書く、副書名に句点・疑問符・感嘆符がついている場合

も一マスあけとする。 

 

 

てびき 204 ページ 奥付（４） 

 書名と副書名の間は、書名の後ろを一マスあけて棒線を書くが、書名に句点・疑問符・感嘆符

がついている場合は二マスあける。叢書名（シリーズ名）は第１カッコで囲み、書名（副書名）の後

ろを二マスあけて書く。 

 

 

その２見出しの書き方 

 

 

 

 

 

19．p157 ３．副見出し 

見出しと副見出しを棒線でつなぐときに、見出しの最後に句点がある場合には、句点の後ろは

二マスあけて棒線を書きますか？ 

【Ａ】 

てびきｐ204(4)書名と副書名の場合と同じく、記号間の優先順位に従い、二マスあけて棒線を

書きます。 

 『点訳フォーラムより』 

 


